
昨年５月に開いた大阪滋慶学園主催の
就職フェア（ の事業所が集い、学
外を含め約 人の学生が参加した）

　
滋
慶
学
園
グ
ル
ー
プ
が
開
学
以
来
掲
げ
る
の
は
「
職
業
人
教
育
を
通
じ
て
社
会
に

貢
献
す
る
」
こ
と
だ
。
そ
の
実
現
の
た
め
に
「
実
学
教
育
」
「
人
間
教
育
」
「
国
際

教
育
」
の
三
つ
を
教
育
理
念
の
柱
に
し
て
い
る
。
近
年
は
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
で
活

躍
で
き
る
人
材
育
成
が
専
門
学
校
教
育
で
も
求
め
ら
れ
て
い
る
。
大
阪
滋
慶
学
園
で

も
ア
ジ
ア
の
大
学
、
職
業
学
校
と
の
連
携
を
深
め
る
動
き
が
活
発
だ
。
グ
ル
ー
プ
を

統
括
す
る
浮
舟
邦
彦
総
長
に
、
国
際
社
会
で
通
用
す
る
人
材
育
成
法
や
４
月
に
開
催

を
控
え
る
「
第
１
回
ア
ジ
ア
臨
床
工
学
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
へ
の
期
待
な
ど
に
つ
い
て
聞

い
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

聞
き
手
は
取
締
役
大
阪
支
社
長
・
曽
根
洋
一

右
か
ら
中
野
さ
ん

と
、
職
場
の
同
僚

医
師
と
長
澤
さ
ん

左
か
ら
二
人
目
ら

自
己
改
革
が
魅
力

海外で頑張るＯＢ・ＯＧ

視
野
大
い
に
広
が
る

　長澤智一　米・コロラドス
プリングスメモリアルホスピ
タルカテーテル治療技士（
年大阪ハイテクノロジー専門
学校卒）
　アメリカで働くようになり９年目を迎えます。勤め
る病院では心臓や血管、脳へのカテーテル診断および
治療などに加え、ペースメーカーの埋め込み、不整脈
に対するアブレーション治療などをしています。カテ
ーテル挿入時は、局部麻酔、穿刺（せんし）、挿入、
診断まで医師の監視下で技士が行います。治療が必要
になれば医師とともに臨むわけですが、カテーテルの
選別やステントの種類、径、長さなど多様な条件につ
いて医師と議論しながら患者に最適なものを選んで治
療します。ペースメーカー挿入の時も、皮膚の縫合な
ど日本ではできなかった多くのことに携わります。
　私は海外でキャリアアップを目指しました。その魅
力とは、自身を英語が堪能になるまで自己改革でき、
日本では医師しかできないことも経験できます。家族
と多くの時間をともに過ごせますし、報酬が良く、生
活費も安いです。機会があれば是非挑戦して下さい。

　中野幸恵　臨床検査技師
（ 年大阪医療技術学園
専門学校卒）
　大阪医療技術学園専門学
校の臨床検査技師科を卒業

した後、シアトルへ留学し米国臨床検査技師の資格を
取得しました。その後、現地の病院の検査室で働き、
はや 年が過ぎました。今では日常会話はもとより医
療英語もそれなりに身に付き、ナースやドクターとも
緊密なコミュニケーションを取りながら業務を遂行で
きるようになりました。時にはＥＲから日本語の通訳
に呼ばれることもあります。
　米国では医療職者の専門知識に対する教育が熱心で
す。例えば私の所属する検査室では、ネットで医療機
器や医学セッションへ簡単にアクセスできます。米国
の中でも西海岸はさまざまな国の人が移住し患者から
職員まで多国籍です。そのため文化や宗教の違いに対
応する院内教育が盛んに行われています。多国籍の人
たちと働いていると、未知の国の話が聞け自身の視野
が大いに広がりました。これらの全てのことが海外で
医療職者としてキャリアを積むことの魅力です。

医
療
・
福
祉
分
野
国
際
化
進
む

ＩＮＴＥＲＶＩＥＷ

浮舟邦彦氏総長滋慶学園グループ

グローバルな視点で活躍する
就
職
、
好
調
を
持
続
定
着
率
も
高
く
大
阪
滋
慶
学
園
の
４
校

　鍼
灸
ス
ポ
ー
ツ

　ト
レ
ー
ナ
ー
学
科

　
横
山
　義
宏
さ
ん

　
岡
林
　伸
昌
さ
ん

　
長
浦
　雅
武
さ
ん

　
中
田
　智
大
さ
ん

　
増
南
　考
明
さ
ん

　
吉
村
　信
哉
さ
ん

　
肩
関
節
を
対
象
に
、
ス
ト
レ

ッ
チ
に
代
表
さ
れ
る
西
洋
医
学

的
手
法
と
、
東
洋
医
学
的
手
法

の
鍼
治
療
を
比
較
し
、
そ
の
効

は
り

果
を
検
討
し
た
。

―

歳
の

男
性
９
人
を
対
象
に
ゴ
ニ
オ
メ

ー
タ
ー

角
度
計

を
用
い
て

肩
関
節
の
屈
曲
、
伸
展
、
外

転
、
外
旋
、
内
旋
を
計
測
し

た
。

　
実
験
は
、

測
定

治
療

測
定

全
身
持
久
力
運
動

測

定
の
順
番
で
実
施
し
た
。

の

治
療
時
に
は
西
洋
医
学
的
手
法

と
し
て
は
肩
関
節
へ
の
ス
ト
レ

ッ
チ
、
肩
甲
骨
の
位
置
を
寄
せ

る
・
開
く
な
ど
の
動
作
と
補
助

者
に
よ
る
リ
ズ
ミ
ッ
ク
ス
タ
ビ

ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
し

た
。

　
ま
た
、
東
洋
医
学
的
手
法
と

し
て
は
肩
関
節
に
効
く
と
さ
れ

る
前
腕
と
手
の
４
カ
所
の
ツ
ボ

に
鍼
を
打
っ
た
。

　
こ
の
結
果
、

の
時
点
で
治

療
前
と
後
の
数
値
を
比
較
す
る

と
、
外
旋
以
外
の
す
べ
て
に
お

い
て
西
洋
医
学
的
手
法
の
数
値

が
上
回
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、

の
全
身
運
動
後
の
測
定
で
は
、

す
べ
て
の
場
合
で
鍼
治
療
の
結

果
が
最
も
良
く
、
次
い
で
施
術

前
、
西
洋
医
学
と
い
う
結
果
が

出
た
。

　
ス
ト
レ
ッ
チ
な
ど
は
イ
ン
ナ

ー
マ
ッ
ス
ル
を
活
性
化
し
た

が
、
全
身
運
動
後
は
逆
に
ア
ウ

タ
ー
マ
ッ
ス
ル
が
緊
張
、
可
動

域
が
減
少
し
た
と
思
わ
れ
る
。

こ
れ
ら
は
実
行
が
簡
単
で
身
体

へ
の
負
担
も
少
な
い
が
持
続
時

間
が
短
く
強
度
に
個
人
差
も
あ

る
。

　
一
方
で
、
鍼
治
療
は
専
門
知

識
と
技
術
を
修
得
し
た
有
資
格

者
が
行
う
必
要
が
あ
る
が
、
自

律
神
経
機
能
を
高
め
る
と
さ
れ

る
鍼
は
効
果
が
持
続
し
局
所
へ

ア
プ
ロ
ー
チ
が
で
き
る
と
の
結

論
を
得
た
。

　臨
床
検
査
技
師
科

　
澤
　か
お
り
さ
ん

　
鳥
井
　麻
梨
さ
ん

　
多
発
性
骨
髄
腫
の
発
症
に
よ

っ
て
生
じ
る
「
尿
ベ
ン
ズ
ジ
ョ

ー
ン
ズ
蛋
白

Ｂ
Ｊ
Ｐ

」
の

ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
検
査
法
と
し

て
「
Ｐ
ｕ
ｔ
ｎ
ｕ
ｍ
法
」
が
古

く
か
ら
用
い
ら
れ
て
き
た
。
今

回
の
研
究
で
は
Ｐ
ｕ
ｔ
ｎ
ｕ
ｍ

法
に
お
け
る
水
素
イ
オ
ン
濃
度

ｐ
Ｈ

や
煮
沸
温
度
に
変
化

を
与
え
る
こ
と
で
検
出
感
度
な

ど
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
同

法
の
日
常
検
査
に
お
け
る
有
用

性
と
問
題
点
に
つ
い
て
考
察
し

た
。

　
多
発
性
骨
髄
腫
と
は
血
液
疾

患
の
一
つ
で
骨
髄
に
腫
瘍
性
形

質
細
胞
が
増
殖
す
る
病
気
。
そ

の
産
物
と
し
て
尿
中
に
異
常
蛋

白
で
あ
る
Ｂ
Ｊ
Ｐ
を
発
生
す

る
。

　
現
状
Ｂ
Ｊ
Ｐ
検
出
は
Ｐ
ｕ
ｔ

ｎ
ｕ
ｍ
法
に
代
わ
り
高
感
度
な

「
免
疫
電
気
泳
動
法

Ｉ
Ｅ

Ｐ

」
の
採
用
が
主
流
と
な
っ

て
い
る
。
た
だ
、
Ｉ
Ｅ
Ｐ
は
検

査
確
認
に
長
時
間
を
要
す
る
う

え
、
検
査
費
用
が
高
額
な
た
め

患
者
へ
の
負
担
増
が
課
題
と
さ

れ
て
い
る
。

　
今
回
は
尿
Ｂ
Ｊ
Ｐ
定
性
検
査

検
体
と
尿
定
量
検
査

検
体

を
検
査
対
象
と
し
た
。
２
Ｍ
酢

酸
緩
衝
液
や
ヒ
ト
ア
ル
ブ
ミ
ン

な
ど
の
試
薬
を
用
い
ｐ
Ｈ
４
・

９

０
・
１
を
原
法
に
設

定
。
ｐ
Ｈ
低
減
化
や
加
熱
調
整

し
た
各
種
変
法
と
の
比
較
検
討

を
進
め
た
。

　
こ
の
結
果
、
ｐ
Ｈ
を
下
げ
た

変
法
に
よ
り
原
法
で
検
出
で
き

な
か
っ
た
Ｂ
Ｊ
Ｐ
や
遊
離
Ｌ
鎖

を
検
出
。
他
の
蛋
白
と
の
反
応

と
区
別
す
る
た
め
Ｉ
Ｅ
Ｐ
で
の

確
認
が
必
要
な
が
ら
原
法
と
変

法
の
併
用
が
効
用
を
発
揮
す
る

こ
と
を
見
い
だ
し
た
。
二
人
は

「
併
用
法
の
採
用
は
病
症
の
見

逃
し
が
少
な
く
な
り
患
者
さ
ん

に
と
っ
て
も
有
用
に
な
る
は

ず
」
と
成
果
に
満
足
そ
う
だ
っ

た
。

　理
学
療
法
士
学
科

　
秋
月
　瑠
衣
さ
ん

　
川
谷
　ち
え
さ
ん

　
田
中
　さ
つ
き
さ
ん

　
平
野
　良
介
さ
ん

　
藤
本
　早
苗
さ
ん

　
池
田
　晴
紀
さ
ん

　
村
　康
佑
さ
ん

　
足
は
停
止
時
も
筋
肉
の
血
流

ポ
ン
プ
作
用
、
筋
疲
労
の
軽
減

な
ど
の
た
め
絶
え
ず
運
動
す

る
。
そ
れ
で
も
目

視
覚

系

、
三
半
規
管

前
庭

系

、
足
の
裏
な
ど

体
性
感

覚

の
働
き
で
倒
れ
ず
立
っ
て

い
ら
れ
る
。
そ
こ
で
発
表
者
ら

は
足
底
部
へ
の
刺
激
、
特
に
硬

度
に
着
目
し
、
重
心
へ
の
影
響

を
調
べ
た
。
脳
損
傷
な
ど
で
の

歩
行
リ
ハ
ビ
リ
治
療
に
効
果
的

な
刺
激
の
検
討
を
目
的
と
す

る
。

　
調
査
対
象
は
平
均
年
齢
約

歳
の
男
女
７
名
ず
つ
、
刺
激
物

と
し
て
網
状
の
滑
り
止
め
マ
ッ

ト
と
ラ
イ
ン
ス
ト
ー
ン
を
用
い

た
２
種
類
の
イ
ン
ソ
ー
ル

足

底
板

を
用
意
し
た
。
５
分
間

足
底
を
地
面
に
つ
け
ず
休
憩

し
、
重
心
動
揺
計
を
使
い
、
は

だ
し
で

秒
間
測
定
後
、
５
分

間
同
様
に
休
憩
し
、
は
だ
し
、

滑
り
止
め
、
ラ
イ
ン
ス
ト
ー
ン

の
い
ず
れ
か
の
測
定
す
る
こ
と

で
一
工
程
と
し
た
。
こ
れ
を
３

回
測
定
し
た
。
各
測
定
間
に
は

約
２
週
間
の
ブ
ラ
ン
ク
が
あ

る
。
結
果
、
重
心
の
動
き
は
、

は
だ
し
は
約

・
４

同
士

と
変
化
無
か
っ
た
が
、
ラ
イ
ン

ス
ト
ー
ン
は
約

・
２

、

滑
り
止
め
は
約

・
０

と

減
少
し
、
双
方
と
も
有
効
だ
っ

た
。
先
行
研
究
で
重
心
動
揺
減

少
に
は
無
意
識
的
な
小
さ
い
刺

激
が
寄
与
す
る
と
既
に
あ
る
。

そ
こ
で
柔
ら
か
い
滑
り
止
め
マ

ッ
ト
が
有
効
と
見
込
ん
だ
が
、

硬
い
ラ
イ
ン
ス
ト
ー
ン
で
も
凹

凸
が
緩
や
か
な
た
め
大
き
な
違

い
が
な
か
っ
た
。

　
今
後
は
筋
活
動
の
変
化
の
確

認
や
、
持
続
使
用
に
よ
る
学
習

効
果
の
検
討
を
課
題
と
し
て
い

る
。
発
表
者
ら
は
「
よ
り
安
価

で
効
果
の
高
い
刺
激
物
を
考
え

る
こ
と
で
臨
床
で
の
実
用
化
に

寄
与
し
た
い
」
と
述
べ
た
。

　介
護
福
祉
科

　三
年
課
程

　
山
田
　正
高
さ
ん

　
小
谷
　千
恵
美
さ
ん

　
坂
上
　誠
さ
ん

　
瀬
戸
　雄
真
さ
ん

　
高
齢
者
介
護
施
設
な
ど
で
職

員
が
入
所
者
の
身
体
を
拘
束
す

る
実
態
に
注
視
し
た
。
介
護
保

険
制
度
で
は
人
権
擁
護
の
観
点

か
ら
対
象
者
の
行
動
を
制
限
す

る
行
為
を
禁
じ
て
い
る
。

　
た
だ
、
実
際
は
認
知
症
を
伴

う
高
齢
者
な
ど
に
対
し
、
安
全

確
保
の
配
慮
か
ら
拘
束
経
験
を

持
つ
職
員
が
少
な
く
な
い
。
そ

こ
で
身
体
拘
束
の
行
為
が
入
所

者
お
よ
び
現
場
の
介
護
職
員
に

与
え
る
影
響
を
調
査
、
考
察
し

た
。

　
調
査
対
象
は
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム

特
養

と
老
人
保
健

施
設

老
健

に
従
事
す
る
介

護
職
員
合
わ
せ
て
１
０
０
人
。

身
体
拘
束
の
経
験
有
無
や
拘
束

解
除
へ
向
け
た
取
り
組
み
、
解

除
後
の
入
所
者
の
変
化
、
職
員

の
意
識
変
化
な
ど
に
つ
い
て

人
か
ら
回
答
を
得
た
。

　
身
体
拘
束
は
施
設
運
営
や
利

用
者
の
傾
向
に
よ
っ
て
頻
度
が

異
な
る
も
の
の
、
拘
束
経
験
を

持
つ
職
員
は
特
養

％
、
老
健

で

％
と
半
数
以
上
に
の
ぼ
っ

た
。
し
か
し
職
員
総
じ
て
巡
回

や
見
回
り
を
徹
底
し
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
な
ど
、
拘

束
解
除
へ
取
り
組
む
現
場
の
実

態
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
拘
束

解
除
の
行
動
は
入
所
者
の
ス
ト

レ
ス
を
解
消
し
笑
顔
を
増
や
す

と
い
う
。
さ
ら
に
食
事
量
の
増

加
や
他
者
と
の
交
流
行
動
な
ど

に
つ
な
が
る
。

　
一
方
、
拘
束
解
除
に
よ
り

専
門
職
と
し
て
の
誇
り

や

職
務
満
足
度
の
向
上
な
ど
、

職
員
の
意
識
向
上
効
果
も
肯
定

さ
れ
た
。
研
究
メ
ン
バ
ー
は

「
職
員
の
多
く
が
賢
明
に
入
所

者
の
回
復
に
協
力
、
努
力
し
て

い
る
」
と
介
護
従
事
者
の
行
動

指
針
を
理
解
、
確
信
し
た
よ
う

だ
。

学
生
の
ニ
ー
ズ
重
視

各
校
の
卒
業
・
課
題
研
究
発
表
（
日
刊
工
業
新
聞
社
賞
受
賞
）

足
底
刺
激
が
姿
勢
制
御
に
与
え
る
影
響
～
臨
床
で
優
良
な
方
法
の
検
討
～

「
身
体
拘
束
解
除
に
よ
る
職
員
の
意
識
変
化
に
つ
い
て
」
～
高
齢
者
介
護
施
設
職
員
の
意
識
調
査
か
ら
～

関
節
可
動
域
に
及
ぼ
す
治
療
法
の
影
響
～
西
洋
医
学
的
手
法
と
東
洋
医
学
的
手
法
の
違
い
～

尿
Ｂ
Ｊ
Ｐ
定
性
検
査
（
Ｐ
ｕ
ｔ
ｎ
ｕ
ｍ
法
）
の
有
用
性
と
問
題
点

大阪医療福祉専門学校大阪保健福祉専門学校大阪ハイテクノロジー専門学校大阪医療技術学園専門学校

　
う
き
ふ
ね
・
く
に
ひ
こ
　

年

昭

関
西
学
院
大

法
。

年
新
歯
会
常
務
理
事
、

年
滋
慶
学
園
理
事
長
、

年
大
阪
滋
慶
学
園
理
事
長
、

年
米
フ
ロ
リ
ダ
州
立
ウ

エ
ス
ト
フ
ロ
リ
ダ
大
よ
り
国
際
教
育
名
誉
博
士
号
授
与
、

年
日
本
医
療
保
険
事
務
協
会
理
事
、

年
米
コ
ロ
ン
ビ

ア
カ
レ
ッ
ジ
シ
カ
ゴ
か
ら
人
文
科
学
教
育
名
誉
博
士
号
授

与
。
大
阪
府
出
身
、

歳
。

ア
ジ
ア
の
職
業
教
育
を
支
援

　　 ２０１２年 平成２４年 ３月３０日 金曜日 【特別企画】 （ ）

　
―
三
つ
の
建
学
理
念
に
基

づ
き
、
即
戦
力
と
し
て
活
躍

で
き
る
人
材
育
成
を
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
を
可
能
に
す
る

教
育
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
聞

か
せ
て
下
さ
い
。

　
「
開
学
以
来
、
職
業
人
教

育
が
わ
れ
わ
れ
の
ミ
ッ
シ
ョ

ン
だ
。
職
業
人
教
育
を
通
し

て
社
会
に
貢
献
す
る
。
そ
の

た
め
に
産
業
界
で
即
戦
力
と

な
る

実
学
教
育

が
必
要

に
な
る
。

人
間
教
育

は

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深

め
ら
れ
、
仕
事
・
勤
労
観
を

し
っ
か
り
と
形
成
さ
せ
る
。

そ
れ
は
す
な
わ
ち
生
涯
教
育

で
も
あ
る
。

国
際
教
育

は
今
後
、
ど
の
業
界
、
企
業

も
海
外
に
打
っ
て
出
る
中
で

グ
ロ
ー
バ
ル
な
動
き
が
で
き

る
人
材
を
育
て
る
こ
と
だ
。

最
近
で
は
文
部
科
学
省
な
ど

か
ら
、
専
門
学
校
教
育
の
成

果
を
見
学
に
来
て
い
た
だ
く

ケ
ー
ス
も
増
え
て
い
る
」

　
―
海
外
の
学
校
と
の
提
携

や
留
学
生
の
受
け
入
れ
に
も

力
を
入
れ
て
き
ま
し
た
。

　
「
大
阪
滋
慶
学
園
が
中
国

な
ど
の
提
携
校
と
合
弁
学
校

を
運
営
し
た
り
、
海
外
提
携

校
へ
の
研
修
、
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
留
学
な
ど
は
開
学
以

来
の
取
り
組
み
だ
。
大
阪
滋

慶
学
園
の
５
校

昼
間
部

に
は
海
外
提
携

校
へ
の
海

外
研
修
を
必
須
科
目
に
組
み

込
ん
で
い
る
。
海
外
の
学
校

が
ど
ん
な
教
育
を
し
て
い
る

か
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
で
き
、

学
生
同
士
が
交
流
す
る
こ
と

で
刺
激
し
合
い
、
感
性
を
磨

い
て
ほ
し
い
。
海
外
か
ら
日

本
に
来
る
留
学
生
も
何
を
学

ぶ
か
、
は
っ
き
り
し
た
目
的

を
持
っ
て
来
日
す
る
生
徒
が

多
い
。
留
学
生
は
医
療
・
福

祉
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
中
で

先
兵
と
な
る
存
在
だ
。
教

員
に
つ
い
て
も
積
極
的
に
交

流
す
る
場
を
設
け
て
い
る
」

　
―
４
月

日
に
「
第
１
回

ア
ジ
ア
臨
床
工
学
フ
ォ
ー
ラ

ム
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
国

際
教
育
の
集
大
成
と
い
う
位

置
づ
け
で
す
ね
。

　
「
医
療
機
器
が
進
歩
す
る

中
、
臨
床
工
学
技
士
の
必
要

性
は
高
ま
っ
て
い
る
。
こ
れ

は
国
内
だ
け
で
は
な
い
。
そ

ん
な
時
に
ア
ジ
ア
と
い
う
枠

の
中
で
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
や
っ

て
み
よ
う
と
い
う
声
が
学
内

な
ど
で
上
が
っ
て
き
た
。
医

療
機
関
の
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
を
学
ぶ

滋
慶
医
療
科

学
大
学
院
大
学

が
開
学
し

て
１
年
を
迎
え
た
こ
と
も
あ

り
、
今
ま
で
の
活
動
状
況
も

み
て
も
ら
え
る
だ
ろ
う
。
医

療
の
現
場
で
も
事
故
が
起
こ

る
の
を
防
ぐ
た
め
に
、
キ
ャ

リ
ア
を
積
ん
だ
臨
床
工
学
技

士
の
存
在
は
大
き
い
。
器
械

サ
イ
ド
に
立
っ
て

チ
ー
ム

医
療

が
で
き
る
専
門
家
が

必
要
だ
。
ア
ジ
ア
の
ど
の
国

で
も
職
業
人
の
育
成
が
嘱
望

さ
れ
て
い
る
」

　
―
ア
ジ
ア
を
は
じ
め
と
す

る
海
外
の
職
業
教
育
の
現
状

に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
捉

え
て
い
ま
す
か
。

　
「
例
え
ば
韓
国
で
も
現

在
、
専
門
大
学

日
本
の
専

門
学
校

が
重
要
視
さ
れ
て

い
る
。
こ
れ
か
ら
の
世
界
経

済
を
見
渡
し
て
も
ス
ペ
シ
ャ

リ
ス
ト
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ス
ト

の
育
成
が
大
き
な
テ
ー
マ
に

な
っ
て
く
る
。
ア
ジ
ア
各
国

で
も
職
業
人
教
育
の
必
要
性

が
理
解
さ
れ
て
い
る
。
日
本

の
高
等
職
業
教
育
の
ア
ジ
ア

に
お
け
る
立
ち
位
置
は
ま
だ

優
位
性
が
あ
り
、
ア
ジ
ア
の

高
等
職
業
教
育
発
展
に
貢
献

で
き
る
余
地
は
あ
る
。
そ
の

サ
ポ
ー
ト
が
で
き
れ
ば
と
考

え
て
い
る
。
ま
た
、
今
後
は

福
祉
や
ヘ
ル
ス
ケ
ア
な
ど

で
、
健
康
増
進
な
ど
に
関
す

る
ビ
ジ
ネ
ス
を
広
げ
て
い
け

れ
ば
と
思
う
」

　
高
い
求
人
数
と
１
０
０
％

の
就
職
率
を
誇
る
大
阪
滋
慶

学
園
。
同
学
園
キ
ャ
リ
ア
セ

ン
タ
ー
で
は
「
学
生
全
員
を

第
一
専
門
職

専
門
性
を
生

か
し
た
職
種

の
仕
事
の
ス

タ
ー
ト
に
つ
け
る
」
を
ミ
ッ

シ
ョ
ン
に
掲
げ
、
就
職
活
動

に
関
す
る
具
体
的
目
標
設
定

と
と
も
に
多
様
な
取
り
組
み

を
実
践
し
て
い
る
。

　
大
阪
滋
慶
学
園
の
就
職
指

導
は
、
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
相

談
対
応
や
就
職
指
導
な
ど
学

生
一
人
ひ
と
り
を
重
視
し
た

個
別
対
応
を
基
本
と
す
る
。

職
種
や
地
域
、
条
件
な
ど
学

生
が
希
望
す
る
適
切
な
求
人

先
を
紹
介
す
る
こ
と
で
満
足

感
を
与
え
、
高
い
定
着
率
を

実
証
し
て
い
る
。

　
２
０
１
１
年
度
の
各
校
へ

の
求
人
数
は

２
万
７
７
６

人
に
の
ぼ

り
、
求
人
倍

率

・
３
倍

年
１
月

日
現
在

の
実
績
を
示
し

て
い
る
。
そ
の
驚
異
の
求
人

倍
率
を
維
持
し
て
い
る
背
景

に
は
、
各
業
界
で
活
躍
す
る

歴
代
卒
業
生
が
築
い
て
き
た

適
応
力
と
確
固
た
る
信
頼
性

の
裏
付
け
が
あ
る
。
年
間
２

５
０
０
件
に
の
ぼ
る
業
界
訪

問
件
数
な
ど
差
別
化
さ
れ
た

取
り
組
み
も
特
徴
的
。
ま

た
、
大
阪
滋
慶
学
園
で
は
段

階
に
応
じ
た
キ
ャ
リ
ア
教
育

を
実
践
し
て
い
る
。
入
学
前

の
高
校
生
に
は
キ
ャ
リ
ア
形

成
、
在
校
生
に
は
キ
ャ
リ
ア

設
計
、
卒
業
生

社
会
人

に
は
キ
ャ
リ
ア
開
発
と
、
個

々
の
状
況
に
応
じ
た
教
育
で

段
階
的
な
レ
ベ
ル
向
上
を
目

指
す
。
さ
ら
に
学
科
単
位
に

よ
る
教
務
と
の
学
科
ミ
ー
テ

ィ
ン
グ
を
定
期
的
に
実
施
。

学
生
の
内
定
情
報
な
ど
就
職

活
動
状
況
を
タ
イ
ム
リ
ー
に

把
握
し
情
報
の
共
有
化
を
図

っ
て
い
る
。
就
職
活
動
の
た

め
の
三
位
一
体

広
報
―
教

育
―
就
職

と
な
っ
た
連
携

が
大
阪
滋
慶
学
園
の
強
み
と

な
っ
て
い
る
。


